
オ
セ

ア
ニ
ア
研
究

セ

ン
タ
ー
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オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
企
業

経
営

丹

野

勲

本

年

度

発

足

し

た
神

奈

川
大

学

国
際

経
営

研

究

所

オ

セ

ア

ニ
ア

研

究

セ

ン
タ

ー
は
、

箕

輪

成

男
教

授

を

所

長

と

し
、

竹

内

佑

利

子

専

任

講

師

、

丹
野

を
中

心

メ

ン
バ

ー
と

し
、

本
年

度

は

以

下

の
よ

う

な
活

発

な
活

動

を
行

っ
た
。

〈
平

成

二
年

度

活
動

記
録

〉

*
発

足

準

備

・
内

規

を
作

成

す

る
。

*
七
月

所

員

の
丹

野

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

・
メ

ル
ボ

ル

ン

に
あ

る

モ
ナ

ッ
シ

ュ
大

学

日
本

研

究

セ

ン
タ

ー

に
客

員

研

究

員

と

し

て
滞
在

す

る
。

(九

月

ま

で
)

*
十

月

所

員

会
議

(箱

根

)

に
於

て
内

規

承

認

さ

れ

る
。

*
十

月

ニ

ュ
ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

国
際

交
流

基

金

(Z
国
芝

N
国
〉
㌦

ピ
>
2
∪
ら
》
℃
>
Z

聞
O
d
Z
U
>
↓
一〇
Z
Ψ
乏

Φ
≡
昌
讐

o
コ
)

よ

り
、

ニ

ュ
ー
ジ

ー

ラ

ン
ド

図

書

の
寄

贈

の
旨
、

在

京

ニ

ュ
ー

ジ

ー
ラ

ン
ド

大

使

ロ
ド

ニ
ー

・
ゲ

イ

ツ
氏

よ

り
申

し
出

が

あ

る
。

大

使

代

理

ヘ
イ

ミ

ッ
シ

ュ

・
ク

ー
パ

ー
氏

よ
り
、

十
月

三
十

一
日
学

習

懇

談

会

場

に
於

て
挨

拶

が

あ

る
。

*
十

一
月

来

年

度

予
算

を
組

む
。

レ
タ

ー

ヘ

ッ
ド
、

印

鑑

を

作

成

す

る
。

*
十

一
月

二
十

九

日

朝

日
新

聞

社

天

声

人

語
交

換

学

生

プ

ロ

グ

ラ

ム

に
よ

り
来

日
中

の

ニ

ュ
ー
ジ

ー
ラ

ン
ド
、

カ

ン
タ

ベ

リ

ー
大

学

日
本

語

科

学

生

、

ヴ

ィ

ン
ヌ

・
マ
ク
ド

ナ

ル
ド

、

リ
ズ

・
ク

ロ

マ
テ

ィ

ー
両
氏

を
迎

え

て
学

生

有

志

(経
営

一

年

、

情

報

二
年

)

と

の
懇

談

会

を
開

く

(費

用

、

朝

日
新

聞

社
)
。

同

夕
。

同

プ

ロ
グ

ラ

ム
歓

迎
会

、

報

告

会

(於

朝

日
新

聞

東

京

本

社
)

に
竹

内

が
出

席

し

て
神

奈

川

大

学

の
懇

談
会

に

つ
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い
て
述

べ

る
。

*
十

二
月

六

日
、

十

三

日

カ

ン
タ

ベ

リ

ー
大

学

日

本
文

化

研

究

生

リ

サ

.
エ
ヴ

ァ
ン

ス
さ

ん

を
迎

え

て
、

学

生

有

志

(経

営

、

理

科
、

延

べ
七

〇

名

)

と
連

続

デ

ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

・

セ

ッ
シ

ョ
ン
を

開

く
。

第

一
回

目

テ

ー

マ

「
N

Z

の
政

権

交

代

が
及

ぼ

し
た
高

等

教

育

へ
の
影

響

」

第

二
回

目

テ

ー

マ

「
N

Z

の
若

者

と

グ

リ

ー

ン

・
パ

ー

テ

ィ

」

*
十

二
月

十

二
日

N

Z

ワ
イ

カ
ト
大

学

東

洋

語

研

究

科

ヘ
ン

シ

ャ
ル
教

授

来

学

し
、

共

同

研

究

、

人

的

交

流

の
計

画

が

ス

タ

ー
ト
す

る
。

*
平
成

三
年

一
月

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
、

メ

ル
ボ

ル

ン
、

モ
ナ

ッ
シ

ュ
大

学

日

本

研
究

セ

ン
タ

ー
所

長
、

ロ
ス

・
マ
オ

ア
教

授

が
、

本

セ

ン
タ

ー
客

員

研

究

員

と

し

て
約

三
週

間
滞

在

し
、

研
究

活

動

や
講

演

会

を
行

う

。

平
成

三
年

三
月

末

日

ま

で

の
活
動

。

*
必
要

図

書

を
選

定

、

購

入

す

る
。

*
寄

贈

図
書

を
整

理

す

る
。

*
日
本
、

お
よ

び

ニ

ュ
ー
ジ

ー

ラ

ン
ド
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
各

関

係

機

関

、

研

究

老

に
本

セ

ン
タ

ー
開

設

を

通
知

す

る
。

*
論

文

発
表

の
場

を
検

討
、

決

定

す

る
。

セ

ン
タ

ー
所

員

の

一
人

で

あ

る

丹

野

は
、

本

年

度

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の

ラ

ト

ロ
ー
ブ

大

学

、

モ
ナ

ッ
シ

ュ
大

学

の
客

員

研

究

員

と

し

て
約

五

ヶ
月

間

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に
滞

在

し

研

究

調

査

活

動

を

行

っ
た

。

平

成

三

年

度

も
、

丹

野

は

日
豪

交

流

基

金

(>
q
Qo
↓
幻
》
ピ
一〉
ー
}
》
℃
>
2

閃
O
ご
Z
U
》
↓
一〇
窯
)

の
奨

励

金

に
よ

り

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

に
調

査

研
究

の
た

め
短
期

間
滞

在

す

る

予
定

で
あ

る
。

本

稿

で

は
、

著

者

の

こ
れ

か

ら

の
オ

セ

ア

ニ
ア
研

究

セ

ン
タ

ー

で

の
研

究

課
題

に

つ
い

て
述

べ

る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
と
企
業
経
営
-
白
豪
主
義

と
多
民
族
主
義

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
社

会

を
特

徴

づ

け

る
重

要

な
側

面

は
、

世
界

各

国

か
ら

の
移

民

の
流

入

に
伴

う
急

速

な
多

民

族

社

会

化

で
あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
は
、

歴

史

的

に
見

る
と
移

民

に
よ

っ
て
成
立

し

た

国

で
あ

る
が
、

第

二
次

大
戦

前

ま

で
は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

か
ら

の
移

民

が
中

心

で
あ

っ
た
。

し

か
し
、

大

戦

後

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
以

外

の
国
、

特

に

ア
ジ

ア
諸

国

か
ら

の
移

民

が
急

速

に
増
加

し

た
。

現

在

、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
人

口
の
約

二
〇

%

以

上

が
海

外

で
生

ま

れ

た
移
民

で
あ

る
と

さ

れ

る
。

一
九

五
〇
年

代
、

六

〇
年

代

の
経
済

ブ

ー

ム

期

に
、

労

働

不
足

が
深

刻
化

し
、

移

民

が
急

増

し

た
。

現

在
、

移

民

は

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ァ
経

済

の
重

要

な
担

い
手

に
な

っ
て

い
る
。

ア
ジ

ア

を
中

心

に
非

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
圏

か
ら

の
移
民

の
増

加
、

そ

の
二
世

の
誕

生

に
よ

り
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に
歴
史

的

に
息

づ
く

177
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イ
ギ

リ

ス
的

文

化
、

社

会

が

か
な

り
変

貌

し

て
き

て

い

る
。

た
と

え
ば

、

私

の
滞

在

し

た

メ

ル
ボ

ル

ン
は
、

ギ

リ

シ

ャ
人

の
人

ロ
が

世
界

で
第

三
番

目

に
多

い
都

市

で

あ

る
。

ま

た
、

メ

ル
ボ

ル

ン
で

も
中

国
系

1

そ

の
多

く

は
香

港

、

台

湾

、

中

国
、

マ
レ
ー

シ
ア
等

か
ら

で
あ

ろ

う

ー

の
移
民

、

中

東

諸

国
、

南

ア

ジ

ア

の
移

民

を

よ

く
見

か

け

る
。

こ
れ
ら

の
移

民

の
多

く

は
、

ダ

ァ
ー
テ

ィ

ー
ジ

ョ

ブ

と
言

わ

れ

る
職

種

の
仕
事

に
従

事

し

て

い
る
。

彼

ら

は
、

低

賃

金

で
、

労

働

条

件

が
悪

い
職

場

が
多

く

、
離

職

率

や
欠

勤
率

が
高

い
の
が
現

状

で
あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
は
、

多

く

の
課

題

と
問

題

を
背

負

い
な

が
ら

も
、
急

速

に

マ
ル
チ

カ

ル
チ

ャ
ー
化

、

多

民

族

主

義

化

し

た
社

会

と
な

っ
て
き

て

い
る
。

こ
の
よ

う

な
白

豪

主

義

の
変

貌

と
社

会

の
多

民
族

化

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
企
業

経

営

に
大

き

な
影

響

を
与

え

て

い
る
。

著

者

は
、

こ

の
点

に

つ

い
て
引

き
続

き

研
究

し

た

い
と
考

え

て

い
る
。

ニ

オ

ー
ス
ト

ラ
リ
ア

の
文
化

・
価
値
構
造
と
企
業
経
営

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
人

の
価

値

観

を
特

徴

づ
け

る
も

の
は

何

で
あ

ろ

う

か
。

ま
ず

、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
価

値

観

に
関

し

て
国
際

比

較

を
行

っ
た

研

究

を

ま
ず

見

て

み
よ

う
。

　
　
　

2
0
「
ヨ
⇔
瓢
↓
・
閃
Φ
象
ゴ
Φ
H

(一
㊤
誤

)

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
と

ア

メ

リ

カ

の
大

学

生

を
対

象

と

し

た
価

値

比
較

調

査

を
行

っ
た
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
大

学

生

が

ア

メ
リ

カ

の
大

学
生

よ
り
重

要

性

が

高

い
と

認

識

し

て

い
る
価

値

は
、
刺

激
的

性

格

、

美

的

世
界

、

内

的

調

和

、

成

熟

し

た
愛

、

誠

実

な
友

情
、

学

問

知

識

、

快
活

、

愛

、

誠

実

、

責

任

の
項

目

で
あ

っ
た
。

逆

に
、

ア

メ

リ

カ

の
大

学

生

の

ほ

う

が

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
大
学

生

よ

り
重
要

性

が
高

い
と
認

識

し

て

い
る
価

値

は
、

快

適

な

生
活

、

救

済

と

大

望

の
項

目

で
あ

っ

た
。

閃
Φ
9。
昏
Φ
「
は
、

こ
の
調

査

か
ら
、

ア

メ

リ

ヵ

の
グ

ル

ー
プ

は
、

物

質

主

義

的
、

達

成
指

向

的

、

宗

教

的

で
あ

る

の

に
対

し

て
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
グ

ル

ー
プ

は
親

密

な

人

間
関

係

と

い

っ
た
仲

間

意

識

を
重

視

し

て

い
る
、

と
結

論

づ

け

て

い
る
。

(
2

)

=
o
ヨ

Φ
U
o
口
巴
ユ
は
、

著

書

..↓
げ
Φ

い
¢
o
押
《

O
o
二
昌
#
《
..
で
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
価
値

観

を
分
析

し

て

い
る
。

彼

に
よ

る
と
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
社

会

は

か
な

り
多

様

性

を
持

っ
た
社
会

で
あ

り
、

そ

の
価
値

観

は

歴
史

的

に
変

化

し

て
き

て

い
る

に
も

か

か
わ

ら
ず

、

オ

;

ス
ト

ラ

リ

ア
社

会

の
価

値

観

は
、

一
般
化

が
可

能

で

あ

る
と

し

て

い
る
。

彼

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
と

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
人

の
多

く

の
重

要

な

特

質

と

し

て
以

下

を

あ

げ

て

い
る
。

「
反

知

性

主

義
、

強

い
実

利

的

傾

向

、

タ

フ
で
男

性

的

主

張
、

皆

が

公

明

正

大

で
あ

る

べ
き

で
あ

る
と

い
う

信

念
、

非
常

に
安

定

し
た
社

会

、

弱

い
イ

ノ
ベ

ー

シ

ョ
ン
と

オ

リ

ジ

ナ

リ

テ

ィ
ー
、

公

共

で

の

寛

容

さ
、

普

通

で
あ

る

こ
と

が
美

徳

で
あ

る
と

い
う
信

念

、

平

凡

、

凡
庸

、

ナ

シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム

の
低

さ
、

ス
ポ

ー

ツ

に
対

す

る
熱

狂

的

態

度

、

懐

疑
的

」

(
3
)

芝

.
旨

切
《
耳

と

℃
・
幻

」
≦

効
磐
Φ
『
ω

は

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

ミ

178
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ド

ル

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

の
特

質

に

つ

い
て
以

下

の

よ
う

に
述

べ

て

い

る

。

「
要

約

す

る
と
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
ミ
ド

ル

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

の
多

く

は
、

次

の
よ

う

な
傾

向

が

あ

る
。

政
府

へ
の
依
存

。

島

国

根

性

。

大

胆

さ

と
進

取

的

精

神

の
欠

如

。
海

外

か
ら

の
資

本

、

ア

イ
デ

ア
、

技

術

へ
の
依

存

。

高

く
も

低

く

も

な

い
学

歴
。

男

性

的

。

都

市

生

活

者

、

特

に

メ

ル
ボ

ル

ン
、

シ
ド

ニ
ー
。

保

守

的

。

経

済

や
政

治

に
対

す

る

ラ
デ

ィ
カ

リ
ズ

ム
の
恐

れ
。

社

会

や
仕

事

で

の

平

等

性

。

実
際

的

で
プ

ラ
グ

マ
テ

ッ
ク
。

計

画

家

よ

り
む

し
ろ

日

和
見

主

義

者
。

非
知

性
主

義

i

い
く

ら

か
反

知

性

主

義
。

レ
ジ

ャ

ー
、

社

会

活

動

、

家

族

へ
の
関

心
。

政

治

家

や
公

式

権

力

の
保

持

者

へ
の
批
判

。

移

り
気

。

実

利

主

義

者
。

非

攻
撃

的
。

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

ス
タ
イ

ル

の
巧

み
な

処

理

。

策
謀

的

特

質

の
低

さ
。
」

著

者

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
に
滞
在

中

に
、

日
系

企

業

を
対

象

と

し

た

質

問

紙

調

査

を

行

っ
た
。

そ

の
中

に
、

「
貴

社

の
経

営

に

も

っ
と

も
影

響

を
与

え

て

い
る
と
考

え

ら

れ

る

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
文

化

や
価

値

と

し

て
何

が
あ

る

と
思

い
ま

す

か
」

と

い
う
質

問

を

入

れ

て
、

自

由

に
回
答

し

て
も

ら

っ
た
。

こ

の
質

問

項

目

の
目

的

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
文

化

・
価

値
構

造

と

企
業

経

営

の
関

係

を
研

究

す

る

た

め

で
あ

る
。

回
答

の

一
部

を
見

て

み
よ
う

。

「
(
良

い
面
)

一

多

様

な

文
化

・
価

値

観

を
持

っ
た
多

民

族

を

受

け

入

れ

る
社

会

の
柔

軟

さ

(閃
一Φ
寓
=り
鵠
#
《
)

二

率

直

、

明

朗

な

気

質

(「
冨

鼻

謬
Φ
ωω

餌
民

O
げ
Φ
9
鍵

ぎ
Φ
ω
ω
)

三

公

正

さ

(閃
β。
一ヨ

Φ
霧
)

四

仲

間
意

識

(ン
麟
角
什Φ
-ω
ず
一〇
)

(悪

い
面

)

↓

現
状

満

足

主

義

、

向

上

心

に
や

や
欠

け

る
。

二

集
団

優

先

よ

り
個

人

主
義

に
根

ざ

し

た

勤

労

姿

勢

。

三

白

人

優

位

の
社

会

観

の
存

在

(
ヨ
ー

ロ

ッ
パ

系

従

業
員

に
よ

る
東

洋

系

従

業
員

に
対

す

る
差

別

が
残

っ
て

い
る
)
。

(A

鉱

山
会

社

)
L

「
一

竃

緯
①
-ω霞
℃

(平
等

主

義
、

無

階

級

主
義

の
思

想
)

二

「
巴
「
O
O
ω
且
葺

(権

利

の
積

極

的

要

求

、
義

務

の
消

極

的

容
認

の
思

想
)

(
B
商

社

)
」

「
一

司
餌
畔

O
o

(機

会

平

等

の
下

で

の
自

由

競
争

)

二

Q巾
0
9
巴

Ω

¢
ぴ
>
o
甑
鼠
岳
Φ
ω
が
活

発

(家

族

的
雰

囲

気

を
期

待

)

三

ω
O
O
簿

活

動

愛

好

(各

種
競

技

へ
の
積

極

的
参

加

)

(
C
商

社

)
」

「
一

従
業

員

の
定

着

性

の
悪

さ
。

…

…
特

に

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー
層

の
人
材

が

キ

ャ
リ

ア
を
積

む

目
的

で
三

～

四
年

に
他

の
会

社

に
移

っ
た

り
引

き
抜

か

れ
た

り

す

る
ケ

ー

ス
が
多

い
。

従

っ

て
、

会

社

の
費

用

で

マ
ネ

ー
ジ

メ

ン
ト
講

座

を
受

け

さ

せ

た
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り
、

各

種

経

験

を
積

ま

せ

て
育

成

し

て

も
成
果

は

必
ず

し

も

還

元

さ

れ

て

こ
な

い
。

二

競

争

心

の
無

さ
…

…

の
ん

び
り
と

平

和

を
好

む

人
達

が
多

く
、

企
業

競

争

や
社

員

同
僚

と

の
競

争

の
な

か

で
教
育

を

受

け

た

日
本

人

ス
タ

ッ
フ
と
中

々
か

み
あ

わ
な

い
ケ

ー

ス
が

あ

る
。

(
D
自

動
車

会

社

)
L

「
一

規

律

が

少

な

い
。

法

制

の
不
備

。

(政

府

の
担

当

者

に

よ

っ
て
適

用
、

解

釈

が
異

な

る
)

二

教

育

が
現

実

、

将

来

に
向

い
て

い
な

い
。

三

国
民

の

コ

ン
セ

ン
サ

ス
を
得

ら

れ

る
ビ

ジ

ョ
ン
が

な

い
。

そ

の
場

そ

の
場

の
行

き

当

た

り

ば

っ
た

り

の
行

動

。

2
0

≦
-O
「
員

は

ぐ
雫
O
コ
《

の
始

ま

り
。

四

人

間

中

心

(
ル
ー

ル
を
超

越

し

て

で
も
)
、
良

い
面

と

し

て

は
人

は
良

い
が
規

律

が
な

い
。

(
E
自

動

車
部

品
会

社

)
」

「
労

働

者

の
平

等

立思
…識

(
F
繊

維
会

社
)
」

「
ω
げ
Φ
.一「
σ
Φ
ユ
αq
算

目
ゴ
Φ
ヨ

俸

d
ω

(会

社

鴨
組
合

)

(
G
電

気

会

社

)
」

「
一

目
o
貯
Φ
一仲
両
9。
望

二

U
o
謬
.一
≦
d
「蔓

三

Ω

匿

緯
①

(冬

で

も
暖

か

い
)

…

…

忍

耐

力

が
欠

け

て

い

る

・

㎜

(H
自

動

車

会

社

)
L

コ

日
本

と

の
比
較

で
言

う

と
、

綿

密

さ

に
欠

け

る
、

短

絡
的

な
側

面

が

あ

る

が
、

一
方

で
は
仕

事

と
余

暇

が

同

一
レ
ベ

ル

に
あ

る

こ
の
国

で
は
当

然

の
風

土

か
も
。

二

人

を
減

ら
す

た

め

の
効

率

化

と

い
う
発

想

が

あ

ま

り
な

い
。

(1
建

設

機

械

会

社

)
L

「
基

本
的

に
個

人
主

義

に
根

ざ

し

て

お
り
自

分

の
上

司

に
対

し

て

仕

事

を
行

う

と

い
う
考

え
。

従

っ
て
、

上

司

が
変

わ

る
と

そ

の
下

の
全

員

が
変

わ

っ
て
し

ま
う

事

態

も
起

こ
り

え
、

ノ

ウ

ハ
ウ

の
継

続

が
難

し

い
。

意

思

決

定

が

↓
o
O

U
o
≦
昌

で
あ

り

す

べ

て

目
o
℃

か
ら

の
指

示

で
下

が
動

く

こ
と
。

(J

電
気

会

社

)
」

コ

英

国
民

性

に

よ

る
仕

事

に
対

す

る
固
定

概

念

。

二

当

社

の
場

合
、

二
五

ヶ
国
民

族

(国
籍
…)

に
よ

る
意

志

の

不
統

一
。

三

常

識

レ
ベ

ル

の
低

下
。

(K
医

療

器

機

会

社

)
L

以

上

の
よ
う

に
多

種

多

様

な

意

見

が
出

さ

れ

た

が
、

著

者

の

こ

れ

か
ら

の
研

究

課

題

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
文

化

・
価

値
構

造

と
企

業

経

営

に

つ

い
て
も

っ
と

理
論

的

に
研
究

を
行

う

こ
と

で

あ

る
。



国 際 経 営 フ ォ ー ラムNo.2

三

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
経
済

と
企
業
経
営

ω

高
金
利
政
策

(
4
)

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
経

済

と
企

業

経

営

を

研
究

す

る
際

、

重

要

な

問

題

と

し

て
ま
ず

指

摘

し

た

い

の
は
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
政

府

の
高

金

利

政

策

で
あ

る
。

こ
の
高

金

利

の
資

本

コ
ス
ト

の
た

め
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
企
業

は
積

極

的

に
投

資

を
行

う

こ
と

が

で
き

な

い

経
営

環

境

に
あ

る
。

図

1

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
利

子
率

の

一
九

〇

〇
年

か

ら

一

九

八

八
年

ま

で

の
変

動

を
見

た

も

の
で
あ

る
。

一
九

六
〇

年

よ

り

短

期

の
利

子
率

(五
年

以
内

)

と

長
期

の
利

子

率

(
五
年

以

上
)

に
別

け

て
表

示

し

て
あ

る
。

一
九

六
〇
年

の
中
期

よ

り
現
在

ま

で

利

子
率

は

上
昇

傾

向

に
あ

る
。

一
九

八

一
年

に
は
、

実

に

=

ハ
・

四
%

と

い
う
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
金

融

市

場
最

高

の
高

金

利

の
利

子

率

を
記

録

し

た
。

一
九

八

八
年

は
、

=

・
七

%

と
多

少

金

利

が
低

下

し

た

が
、

依

然

高

水
準

に
あ

る
。

現

在

の
利

子

率

も

=

二

%

程
度

と
高

水
準

で
推

移

し

て

い
る
。

で
は
、

一
般

の
銀

行

の
貸

し
付

け
金

利

は
ど

れ
ほ

ど

で
あ

ろ
う

か
。

一
つ

の
例

と

し

て
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
あ

る
新

聞

に
掲

載

さ

れ
た

一
般

人
向

け

住
宅

ロ
ー

ン

の
貸

し
付

け
金

利

を
見

て

み
よ

う
。

住
宅

ロ
ー

ン
の
金

利

は
、

企

業

へ
の
融

資

金

利

と

同

一
で
は

な

い
が
、

金

利

水

準

は
企

業

融

資

の
ほ
う

が
住
宅

ロ
ー

ン
の
金

利

よ

り

や

や

下

回

る
程

度

で
あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
銀

行

は
、

預
金

金

利

、

貸

し
出

し
金
利

と

も
自

由

化

が
行

わ

れ

て
お

り
、

日

本

の
よ
う

に
銀
行

間

で
預
金

、

貸

し
出

し
金
利

が
ほ

ぼ
同

一
で

あ

る

と

い
う

状

況

と

異

な

っ
て

い
る
。

図

2

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

㈱

20

15

10

5
癬
卵
龍

0

190019101920193019401950・.・19701980(年)

図1利 子 率 の 推 移(出 所;MichealParkin,1990 ,pp.28)
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の
代

表

的

銀

行

の
住

宅

ロ
ー

ン
金

利

を

示

し

た

も

の

で
あ

り
、

た
、
利

は
、

各
銀

行

と

も
年

一
五
%

か

ら

一
六
%

程
度

で
あ

る
。

金

利

水

準

は
、

企

業

貸

し
付

け
金

利

も
、

ま

図

3

は
預

金

金

利

を
示

し

た
も

の
で
あ

る
。

住

宅

ロ
ー

ン
金
こ

の

ほ

ぼ

日
本

の

二
倍

程
度

の
高

金

利

で
あ

る
。

多

分

、

日
本

の

二
倍

程

度

の
高

金

利

水
準

で

あ

ろ

う

と
推

察

さ

れ

る
。

貸

し
出

し

金
利

が
高

い
こ
と

は
、

当

然
、

預

金

金

利

も

高

い

こ
と

を
意

味

す

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
銀
行

で
は
、

普

通

預

金

の
利
息

が
年

一
〇
%

か
ら

一
四
%

、

定

期

預

金

の
利
息

は
、

一
二
%

か

ら

一
四
%

と

い
う

高

い
利
息

水
準

で
あ

る
。

こ

の
よ
う

な
、

高

金

利

下

で
は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
企
業

は
銀

行

か
ら

融
資

を
う

け

て
設

備

投

資

を
積

極

的

に
行

お
う

と

す

る
意

欲

は
減

退

す

る
。

よ
ほ

ど
資

本

回
収

が
確

実

で
、

収

益

性

が
高

い

で
あ

ろ
う

と

予
測

さ

れ

る
場
合

し

か
借

入
金

に
よ

る
投

資

は

し
な

い
。

こ
の
た

め
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
企

業

は
、

ま

す

ま
す

生

産

INTERESTRATES
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性

の
上

昇

が
進

ま
な

い
。

他

方

、
高

金

利

下

で
は
、

企
業

は
、

高

い
投

下

資

本

利

益

率

が
要

求

さ

れ
、

経

営
戦

略

の
目
標

に
お

い

て

も
、

投

下

資

本

利

益
率

改

善

が
最

も
重

視

さ

れ

る
。

場

合

に
よ

っ

て

は
、

外

国

か
ら

の
資

金

調

達

を

も
行

う

よ

う

に
な

る
。

こ

の
高

金
利

の
銀

行

融
資

水
準

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
企

業

経

営

に
お

い

て
大

き

な
障

害

に
な

っ
て

い

る
。

で
は
、

な

ぜ
高

金

利

政

策

を
政

府

は

と

ら

ざ

る
を
得

な

い

の

で

あ

ろ
う

か
。

第

一
に
、

巨
額

な

対

外
債

務

の
存

在

が

あ

る
。

オ

;

ス
ト

ラ

リ

ア
は
、

対

外
債

務

が

八
八
年

九

月

末

現

在

で

一
四
〇

〇

億

豪

ド

ル
と

い
う

巨
額

な
対

外

債

務

を
抱

え

て

い
る
。

こ

の
対

外

債

務

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の

一
年

間

の
実

質

G

D

P

の
五

〇
%

を
越

え

る
巨
額

な
金

額

で
あ

る
。

第

二

は
イ

ン

フ

レ
ー

シ

ョ
ン
の

進

行

で
あ

る
。

半

よ

り
七

〇
年

中

期

に
か

け

て
イ

ン

フ

レ
ー

シ

ョ
ン
が
昂

進

し

た
。

一
九

七

四
i

七

五
年

の
時
期

を

ピ

ー

ク
と

し

て
以
降

や
や

イ

ン
フ

レ
が
収

ま

っ
て

い
る

が
、

依

然

と

し

て
イ

ン
フ

レ
率

が
年

↓
○

%

水
準

を
少

し
下

回

る
程
度

の
高

水

準

で
推

移

し

て

い

る
。

こ
の
イ

ン

フ

レ
を

反
映

し

て
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
賃

金

上

昇

率

も

か
な

り
高

く

な

っ
て

い
る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
賃
金

決

定

は
多

く

の
場
合

、

中

央

の
機

関

に

よ

る
賃

金

決

定

が
な

さ

れ

て

い

る
と

い
う
特

殊

な

事

情

か
ら
、

イ

ン
フ

レ
率

と
賃
金

上

昇
率

は
極

め

て
類
似

し

た
動

き

と
な

っ
て

い

る
。

図

5

は
、

賃

金

上

昇

率

の

変

動

を

示

し

た
も

の
で
あ

る
が
、

こ

の
図

を
見

て
も

イ

ン
フ

レ

の

変

動

と
賃
金

上

昇
率

の
変

動

が
類

似

し

た

パ

タ

ー

ン
と

な

っ
て

い

る

こ
と

が

わ

か

る

で

あ
ろ
う

。

全

体

的

に

は
、

賃

金

上

昇
率

の
ほ

う

が

イ

ン

フ

レ
ー

シ

ョ
ン
率

よ

り
高

く

な

っ
て

い
る
。

国 際 経 営 フ ォー ラムNo.2

②

イ

ン

フ

レ
ー

シ

ョ
ン

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
イ

ン

フ

レ
ー

シ

ョ
ン
は
、

近

年

か
な

り

の

高

水
準

に
あ

る
。

図

4

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
イ

ン

フ

レ
ー

シ

ョ
ン
の
変

動

を
現

し

た

も

の

で
あ

る
。

一
九

五

〇
年

代

前

半

に
高

い
イ

ン

フ

レ
ー

シ

ョ
ン

の
時

期

が
あ

っ
た
。

朝

鮮

戦

争

(
一
九

五

一
ー

五

二
)

の
時

期

は
、

特

に
高

い

イ

ン

フ

レ

ー

シ

ョ
ン
を
記

録

し

た
。

朝

鮮
戦

争

が
終

わ

っ
て
か

ら

一
九

六
〇

年

前

半

に

か
け

て
イ

ン

フ

レ
ー

シ

ョ
ン
は
沈

静

化

し
、

中

程
度

の
イ

ン

フ

レ
率

で
推
移

し

た
。

し

か

し
、

一
九

六
〇
年

後

③

失

業
率

次

に
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
失

業

率

の
推

移

を
見

て

み
よ
う

。

図

6

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の

一
九

〇

〇

年

か
ら

の
失
業

率

を
示

し

た

も

の

で
あ

る
。

失

業

率

が
最

も
高

か

っ
た

の
は
、

一
九

二
七

年

か

ら
第

二
次
大

戦

が
勃

発

し

た

一
九

三
九
年

ま

で

の
期

間

で
あ

る
。

一
九

二
九
年

か
ら

三

三
年

は
、

世

界

的

に
大

不
況

に
見
舞

わ

れ
た

時

期

で
あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
も

こ
の
大

不
況

に
影

響

さ

れ

て

高

い
失

業

率

を
記

録

し

て

い
る
。

こ
れ

以
降

、

失

業
率

は

低
位

に

推
移

し
、

一
九

七

〇

ー

七

一
年

は
、

二
%

台

と

い
う
低

い
水
準

で

X83
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あ

っ
た
。

し

か
し

一
九

七
〇
年
代
中
ぱ

よ
り
失
業
率

が
増
大

し
、

一
九

八
二
年
、

八
三
年

は
九
%
台

の
高
水
準

と
な

っ
た
。
現
在

は

や
や
失
業
率

は
落
ち
着

い
て
い
る
が
か
な
り
高

い
水
準

で
推
移

し

ン

剛
㈲

・10

'1i191019201930194Q19501960197D1980(年)

(b)イ ン フ レー シ ョンの 推 移

図4(出 所;MichealParkin,1990,pp.30)

て

い

る
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図5(出 所;MichealParkin,1990,pp.23)
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失業率変動 の推移
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働

経
済
成
長
と
実

質
所
得

オ

ー
ス
ト

ラ
リ

ア
の
実
質
国
内
総
生
産

(
G
D
P
)

の
推
移

を

見

て
み
よ
う

(
図
7
参

照
)
。

一
九

〇
〇
年
代

の
初

頭

オ

ー

ス
ト

(%)

15

10

5

0

5

0

幌
》

.

1

1

一

一

慮
儲
e
灘
略
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幽
O
O
無
鰍

1980(年)

一2D

190019101920・if1940195019601970

(b)実 質1'成 長 率 の 変 動 の 推 移

図7(出 所;MichealParkin,1990,PP・26)

 

ラ

リ

ア

の
G

D

P

は
急

速

に
拡

大

し

た
。

そ

の
後

、

第

一
次

大

戦

と

第

二
次
大

戦

の
時

期

に
G

D

P

は
落

ち
込

み
成

長
率

は

低
下

し

た

が
、

第

二
次

大

戦

後

は
高

い
G

D

P

成

長

を
と

げ

て

い
る
。

一

186



九

七
〇
年

か

ら

や

や
G

D
P

成

長

率

が
低

下

し

て

い
る
。

図

8

は
、

実

質

G

D

P

成

長
率

の
変

動

を
現

し

た

も

の

で
あ

る
。

こ
れ

を
見

る
と
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
実

質

G

D
P

成

長
率

に
は

cis
20

15

10

5

晶U

5

0

一

凋

癬
螺
慣

e

畠
Q
O

瓢
騨

1980(年)

・15

19001910'#92019301940195019601970

(c)実質GDP成 長 率の変動推 移

図8(出 所;MichealParkin,1990,pp.27)

年

度

毎

の
変

動

が
著

し

い
と

い
う
特

徴

が
う

か

が
え

る
。

最

近

の

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
実

質

G

D

P
成

長
率

を
見

る
と

一
九

八

六
年

は

二

.
七

%

、

八
七
年

は

三

・
七
%

、

八

八
年

は

二

・
九

%

と
近

年

成

長

率

が
低

下

し

て

い
る
。

九

〇

年

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の

経
済

は
な

だ

ら

か

に
減

速

し

た
模

様

で
、

景

気

後

退
感

の
強

い
年

で

あ

っ
た
。

次

に
実

質

所

得

の
指
標

で
あ

る
実

質

賃

金

の

レ
ベ

ル
を
見

て

み

よ

う

(図

9
参

照
)
。

実

質

賃

金

は
変

動

が

あ

る

に

し

ろ
増

大

基

調

と

な

っ
て

い
る

が
、

一
九

七

〇
年

代

中

旬

よ

り
現

在

ま

で
実
質

賃

金

の
延

び

が
停

滞

し

て

い
る
傾

向

を
示

し

て

い
る
。

一
九

八
五

年

と

八

六
年

は
実

質

賃

金

上

昇

率

が

マ
イ

ナ

ス

一
・
七

%
、

マ
イ

ナ

ス
三

・

一
%

と
実

質

賃

金

が

マ
イ

ナ

ス
と

な

っ
た
。

⑤

為

替

レ
ー

ト

ー
豪

ド

ル

の
減

価

図

10

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
ド

ル
に
対

す

る
米

国

ド

ル
と

英

国

ポ

ン
ド

と

の
為

替

レ
ー
ト

を

示

し

た

も

の

で
あ

る
。

第

二
次

大

戦

が
終

わ

っ
て
か
ら

↓
九

七

一
年

ま

で
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
は
他

の

諸

国

と
同

様

に
固
定

相

場
制

が
取

ら

れ

て

い
た
。

一
九

七

一
年

か

ら

世

界

的

に
変

動

相

場

制

が
取

ら

れ
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
も
変

動

相

場

制

に
移

行

し

た
。

一
九

七

一
年

か
ら

一
九

八

三
年

の

一
二
月

ま

で
米

国

ド

ル

に
対

す

る
豪

ド

ル

の
為

替

レ
ー
ト

は
多

少

変

動

は

あ

っ
た

が
、

豪

ド

ル

の
米

国

ド

ル
に
対

す

る
減

価

は

そ

れ
程

で
は

な

か

っ
た
。

そ

れ

は
、

変

動

相

場
制

に
移

行

し

た
も

の

の
、

オ

ー
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オ ー ス トラ リア の企 業 経 営

ス
ト

ラ

リ

ア
政

府

や
中

央

銀

行

が

か

な

り
為

替

相

場

を
管

理
、

統

制

し

て

い
た

た

め

で
あ

る
。

し

か
し
、

一
九

八

三
年

の

一
二
月

よ

り

こ
れ
ら

の
規
制

が
弱

ま

り
、

そ

の
結
果

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
為

替

レ

ー
ト

は

か
な

り
変

動

す

る

よ
う

に
な

り
、

一
九

八
四
年

に
は
、

一
米

ド

ル
に
対

す

る
為

替

レ

ー
ト

が
○

・
六
七
豪

ド

ル
と
著

し

い

豪

ド

ル

の
減

価

と

な

っ
た
。

こ
の

レ

ー
ト

は
、

一
九

八

一
年

と
比

較

し

て

四
〇

%

近

い
減

価

と

な

り
、

著

し

い
豪

ド

ル
安

水

準

で

あ

る
。

一
九

八

五
年

以
降

は
若

干
豪

ド

ル
が
持

ち
直

し

た

も

の

の
、

依

然

と

し

て
豪

ド

ル
安

傾

向

が
続

い
て

い
る
。

現

在

(
一
九

九

〇

年

八
月
)

の
米

ド

ル

に
対

す

る
為

替

レ

ー
ト

は
、

○

.
八
豪

ド

ル

前
後

で
変

動

し

て

い
る
。

豪

ド

ル
安

傾

向

は
、

輸

入
物

価

を
上

昇

さ

せ
、

ま

す

ま
す

国

内

の
イ

ン
フ

レ
を
助

長

す

る
。

ま

た

、
豪

ド

ル
安

は
外

国
通

貨

建

て

対
外

債

務

の
利

払

い

の
負

担

増

と

な

っ
て
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
経

済

を

圧
迫

し

て

い
る
。

以

上

、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
企
業

経

営

環

境

と

し

て

の
経
済

に

つ

い

て
概

観

し

た

が
、
著

者

は
、

こ

の
点

に

つ

い

て
今

後

さ

ら

に

研

究

を
深

め

て

い
き

た

い
。

四

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
の
日
系

企
業

の
経
営

日
本

企

業

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

へ
の
直

接

投
資

は
、

近

年
急

激

に
拡

大

し

て

い
る
。

大
蔵

省

の
届

け
出

ベ

ー

ス
に

よ

る
統

計

に
よ

る
と
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

へ
の
直

接

投
資

額

は
、

八
六
年

八
億

八
、

八

一
〇

万

米

ド

ル
、
八
七
年

一
二
億

二
、
二

二
〇

万

米

ド

ル
、
八

八

㎜

年

二

四
億

四
、
=

二
〇

万

米

ド

ル
と
大

幅

に
増

加

し

て

い
る
。

業

種

別

に
見

る
と
、

不
動

産

と
観

光

サ

ー
ビ

ス
業

へ
の
投
資

の
比

重

が
高

い
。

日

本

は
、

対

豪

直

接

投
資

に
占

め

る

不
動

産

お

よ

び
観

光

サ

ー
ビ

ス
業

の
ウ

エ
ー
ト

が
、

英

国
、

米

国

に
比

較

し

て
も

か

な

り
高

く

な

っ
て

お

り
、

不
動

産

と
観

光

サ

ー
ビ

ス
業

に
偏

重

し

た

投
資

と

な

っ
て

い
る
。

八
七
/

八

八
年

度

(
八
七
年

七
月

～

八

八
年

六
月

)

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
海

外

か
ら

の
直

接

投
資

申

請

認

可
額

に

よ

る
と
、

国
別

で
は

日
本

が
金

額

で
ト

ッ
プ

と

な

り
、

こ
れ

ま

で

の
主
要

投
資

国

で
あ

っ
た
英

国
、

米

国

を
抜

い
た

こ
と

が
注

目

さ

れ

る
。

日

本

か
ら

の
製

造

業

へ
の
投
資

も
順

調

に
増

加

し

て

い

る
が
、

不
動

産

や
観

光

サ

ー
ビ

ス
業

の
投
資

の
増

加

に
比

べ

る
と
、

そ

の

伸

び
は
小

さ

い
。

ま

た

日
本

企

業

の
資

源

投
資

-

特

に
豪

州
炭

坑

1

に
対

す

る
投
資

が
活

発

に
な

っ
て
き

て

い
る
。

こ
の
よ

う

に
、

日
本

は
、

最

近

不
動
産

、

観

光

サ

ー
ビ

ス

へ
の

投
資

が
過
熱

し
、

こ
れ

ら

の
産

業

へ
の
集

中

豪

雨
的

投
資

が
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
国
民

の
警

戒

感

を
高

め

て

い
る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
連
邦

政

府

は
、

国
際

競

争

力

の
あ

る
製

造

業

を
育

成

す

べ
く

製

造

業

へ
の
直

接

投
資

を
勧

奨

し

て

い
る

が
、

日

本

の
投

資

は
ま

だ

製

造

業

へ
の
直

接

投

資

の
比

重

は
小

さ

い
と

い
え

る
。

M

F

P

(
マ
ル
チ

フ

ァ
ン
ク

シ

ョ

ン
ポ

リ

ス
)

問

題

を
含

め

て
、

日
本

か

ら

の
製
造

業

へ
の
対

豪

投

資

増

大

が
期

待

さ

れ

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。
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著

者
[は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
滞

在

時

に

日
系

企

業

の
経

営

に
関

す

る

ア

ン
ケ

ー
ト
調

査

を
行

い
、

在

、

そ

の
結

果

を

分
析

中

で
あ

り

し
た

い
と
考

え

て

い

る
。

三

二
社

か
ら
回
答

を
得

た
。
現

、
今
後

そ

の
研
究
成
果
を
公
表

五

オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア

の
労
使
関
係

と
賃
金

決
定

シ
ス

テ
ム

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
労

使

関

係

は
、

公

共

部

門

と
民

間

部

門

双

方

で
強

制

仲

裁

制

度

を
採

用

し

て

い
る
と

い
う
特

徴

が

あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で

は
、

仲

裁

委

員

会

と

い
う
公

的

な

機

関

が
労

使

紛

争

に
介

入

し

て
解

決

す

る
と

い
う

パ

タ

ー

ン
が

一
般

的

で
あ

る
。

労
使

の
団

体

は
、

仲

裁

機

関

に
登

録

さ

れ

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

仲

裁

機

関

に
対

し

て
調

停

あ

る

い
は
強

制

仲

裁

の
申

し
立

て
を
す

る

こ
と

が

で
き
、

い

っ
た

ん
強

制

仲

裁

の
段

階

に
移

行

す

る
と
、

仲

裁

裁

定

は
労

使

双
方

に
対

し

て
強

制

力

を
持

つ
。

こ

の
強

制

仲

裁

制

度

の
存

在

に

よ
り
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
企

業

の
賃

金

決

定

は
、

か
な

り
特

殊

な
形

態

と

な

る
。

オ

;

ス
ト

ラ

リ

ア

の
賃

金

決
定

シ

ス
テ

ム
は
、

中

央

の
裁

定

機

関

に

よ

る
賃

金
裁

定

(〉
≦
m
a

)

に

よ

っ
て
多

く

の
企

業

が

実

質

的

に
決

定

さ

れ

る
。

こ

の

シ

ス
テ

ム
は
、

企

業

ご

と

に
労

使

が
交

渉

し

て
賃

金

を

決

定

す

る
と

い
う

一
企

業

一
交

渉

に
よ

る
賃

金

決

定

で
は
な

い
と

こ
ろ

に
特

徴

が

あ

る
。

以
上

の
よ
う

な

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
労

使

関

係

と

賃
金

決

定

シ

ス
テ

ム
は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
企

業

経
営

の
あ

り
方

に
大

き

な

影

響

を
与

え

て

い
る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

に
は
、

一
九

八

四
年

の
統

計

で
は

三

二
九

の

労

働

組

合

が

あ
り
、

組

合

員

数

は

三
、
〇

二
八
、
五
〇

〇
人

で
、

全

従

業
員

総

数

に
占

め

る
組

合

員

の
比
率

(組

織

率

)

は
、

五
五
%

で
あ

る
。

労

働

組

合

の
規

模

を
見

る
と
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
約

七

五
%

の
組

合

が
組
合

員

数

五

〇
〇

〇

人

以

下

の
規

模

で
あ

る
。

組

合
員

数

が

五
〇

〇
人

以

下

の
組

合

が
約

三
四
%

ほ

ど

あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労

働

組

合

は
、

国
際

的

に
見

る

と
組

合

の
数

は

多

い

が
、

規

模

の
小

さ

い
組

合

が
多

い
。

た
だ
、

組

合

員

数

が

五

万
人

以

上

の
大

規

模
組

合

は
、

一
九

八

二
年

で

一
四
組

合

あ

り
、

全

組

合
員

の
約

四

五
%

を
占

め

て

い
る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
労
働

組

合

は
、

な

ぜ
規

模

の
小

さ

い
組

合

が
多

い

の

で
あ

ろ
う

か
。

そ

の
理
由

と

し

て
・

べ

ζ

レ
(厄
は

三

つ
上

げ

て

い
る
。

「
第

一
に
、
多

く

の
初

期

の
組

合

は
、

狭

い
視

野

を
持

っ
た

小

さ
な
職

工

の
集

団

に
よ

っ
て
構

成

さ
れ
、

一
般

的

に

い
え
ば

労
働

組
合

は
断

片

的

に
発

展

し

て
き

た
。

第

二

に
、

二
〇

世
紀

初

頭

に
、

労

働

調

停

制

度

が
導

入

さ

れ

て
以
来

、

こ

の
制

度

は
単

に
労

働

組

合

運
動

の
奨

励

を

す

る

こ
と

に

と

ど
ま

ら
ず

、

賃

金

の
裁

定

な

ど

で
、

多

く

の
場
合

大

規

模

組

合

の
法

的

な
保

護

を
与

え

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

現

状

を
固

定

す

る
保

守

的

な
力

と

し

て
働

い
た
。

第

三

に
、

組

合

間

の
利
害

の
不

一
致

、

す

な

わ
ち

あ

る
特

定

の
集

団

の
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独
立

性

を
維

持

し

よ
う

と
す

る
欲

求

、

小

組

合

の
幹

部

の
合
併

に

よ

っ
て
そ

の
地
位

を
失

う

こ
と

へ
の
恐

れ
、

政

治

的

態

度

の
違

い
、

組

合

に

よ

っ
て
組

合
員

の
義

務

と
権

利

が
違

う

こ
と

な

ど

が
、

組

合

の
合

併

を
妨

げ

て

き

た

の
で

あ

る
。
L

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労

働

組

合

の
連

合

体
、

中

枢

セ

ン
タ

ー
が

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
労
働

組

合

評

議
…会

(↓
げ
Φ
〉
二
ω
q
巴
冨
口
O
O
目
昌
,

O
出
O
h
目
轟

自
Φ
d
巳
O
鵠
ω
"
》
O
↓
d
)

で
あ

る
。

一
九

八

三
年

の
時

点

で
、

A

C

T

U

に
加

盟

し

て

い
る
労

働

組

合

数

は

一
五

三
組

合
、

組

合

員

総

数

は
約

二
三
〇

万

人

で
あ

る
。

A

C

T

U
加

盟

の
労

働

組
合

に
属

す

る
組

合

員

は
、

全

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
組

合
員

の
八

〇

%

近

く

も

あ

る
。

A

C

T

U

の
組

織

率

は
、

一
九

六
〇

年

代
後

半

に
急

速

に
拡

大

し

た
。

A

C

T

U

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
社

会

で

大

き
な

影

響

力

を
持

っ
て

い
る
。

A

C

T

U

は
、

一
九

二
七
年

に
結

成

さ

れ

た
。

A

C

T

U

の
歴

史

は
、

ま

さ

に
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
労

働

組

合

の
歴

史

と

い

っ
て

も

い

い
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に
労
働

運

動

が
根

づ

い
た

は
、

一
八

五
〇

年

代

で
あ

る
。

五
〇
年

代

に
熟
練

労

働

者

を
中

心

と

し

た
労

働

組

合

が
徐

々

に
生

ま

れ

て
き

た
。

一
八
〇

〇
年

末

ま

で

に
お

よ

そ

二
〇

〇

の
組
合

が
設

立

さ

れ
、

組

合

員

は

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の

就

業

人

口

の
九

%

に

あ
た

る

一
〇

万

人

に
達

し
た
。

組

合

の
多

く

は
、

規

模

が
極

め

て
小

さ
く
、

か

つ
活

動

は
同

一
州

内

に
限

定

さ

れ

て

い
た
。

各

労

働

組

合

間

の
横

の
連

合

を
、

あ

る
特

定

の
産

業

分

野

に
限

っ
て
進

め

よ

う

と
す

る
試

み

が
盛

ん

に
行

わ

れ
た

が
、

か
な

ら
ず

し

も
進

ま

な

か

っ
た
。

全

国
規

模

で

の
労

働

組

合
連

合

体

は
、

一
九

二
七
年

の
A

C

T

U

の
結

成

を
待

た

な

け

れ
ば

な

ら

な

か

っ
た
。

一
九

六

二
年

、

A

C

T

U

は
、

ホ

ワ
イ

ト

カ
ラ

ー

の

有

力

な

労
働

組

合

で
あ

る
A

C

S

P

A

(
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
俸

給

専

門

労
働

者
連

合

協

議

会

)

と
C

A

G

E

O

(
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

公

務

員

労
働

組

合
)

と
連

携

関

係

を
結

び
、

さ
ら

に
規

模

が
拡

大

し

た
。
A

C

T

U

は

二
年

に

一
回

全

国
大

会

が
開

催

さ

れ
、

所

属

組

合

か
ら

の
代

表

の
数

は

そ

の
組

合

員
数

に
も

と

つ

い

て
決

定

さ
れ

る
。

A
C

T

U

の
実

際

の
決

定

機

関

は
、

運
営

評

議

員

会

で
あ

る
。

運

営

評

議

員

会

は
、

全

国
大

会

で
選

出

さ

れ
た
議

長

お
よ

び
書

記

長
、

二
人

の
副
議

長
、

各

州

支
部

の
代

表

、

そ

れ

に
各
産

業

の
組

合

を

代
表

す

る
七
人

の
メ

ン
バ

ー

に
よ

っ
て
構

成

さ

れ

て

い
る
。

A

C
T

U
州

支

部

は
、

全

国

レ
ベ

ル

の
A

C

T

U

よ
り

歴
史

的

に
古

く
、

ニ

ュ
ー

・
サ

ウ

ス

・
ウ

ェ
ー

ル
ズ

お
よ

び

ビ

ィ
ク
ト

リ

ア
州

の
支

部

は
約

一
〇

〇
年

の
歴

史

を
持

っ
て

い
る
。

州

支

部

は
、

全

国

本
部

か
ら

か
な

り

の
程
度

独
立

し

た
活

動

を
行

っ
て

い
る
。

A

C

T

U

の
実

際

の
運

営

に
あ
た

っ
て
は
、

多

く

の
場
合

、

多

く

の
組

合

員

に
よ

っ
て
選

出

さ

れ

た
専

従
職

員

を
有

し

て

い
る
州

支

部

が
重

要

で
あ

る
。

州

支

部

あ

る

い
は
地
方

支

部

の
専

従
職

員

は

賃

金
交

渉

に
あ

た

り
、

調
停

の
際

の
代

表

者

と

な

る
だ

け

で
は
な

く

、

所

属

組
合

員

の
働

い

て

い
る
工
場

で
日

々
生

じ

る
種

々

の
不

満

の
処

置

に
も

あ

た

っ
て

い
る
。
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オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労

使

関
係

と
賃

金

決
定

シ

ス
テ

ム
は
、

長

い
歴
史

を
持

ち
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
企

業

経

営

の
大

き

な
制

約

と

な

っ
て

い
る
。

著

者

は
、

こ

の
点

に

つ

い
て
今

後

さ

ら

に
研

究

を
深

め

た

い
と
考

え

て

い
る
。

(た
ん

の

・
い
さ
お
/
経
営
学
部
専
任

講
師
)

(注
)

(
-

)

2

0
毒

餌
コ

]
ン

閃
Φ
鋤
件ぴ
Φ
「
噂

く
巴

口
O
ω

一
昂

閃
ユ
¢
O
帥
甑
O
昌

帥
コ
価

ω
0
6
圃Φ
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